	ねじ製造業


主な用途である自動車向けは、内需が24年央まで堅調であり、その後は減少したが、外需は引続き強含みで推移した。住宅建築・ビル等の建設向けは、底堅く推移した。また、電気機器向けのうち、太陽光発電の機器及び建物等への設置向けねじの受注が、24年夏以降増加している。
原材料価格等は上昇傾向にあるが、コスト上昇分の受注・販売価格への転嫁をある程度は認めてもらえるようになっている例もあり、収益は厳しいながら改善している。

業界概要　　　
ねじは、ボルト、ナット、リベット、座金（ワッシャ）、木ねじ、小ねじ（ビス）、押しねじ等の品種があり、各品種について、様々な形状、サイズ、材質がある。さらに、汎用品（標準品、規格品）の他に、受注先の仕様による特注品も多い。

用途は、住宅建築・ビル等の建設、自動車をはじめとする輸送機械、産業機械、建設機械、電気機器等、幅広い。これらのうち、大口ユーザーは自動車であり、規模の大きい企業では、受注先に近い中部、関東、九州にも工場や営業拠点を設置している例がみられる。また、中小企業では、上記企業の協力工場となったり、商社経由で自動車向けを扱う企業が多い。なお、電気機器のうち、家電関連は白物家電の国内生産が減り、デジタル家電が増える中、扱い割合は以前ほど高くない。
　各社は自社の専門分野に特化して生産しているが、その一方、受注先が求めるねじは多種多様である。このため、不足の品種・品目を補完するために、製造業者間相互のＯＥＭ生産や、協力工場の活用が広く行われている。また、ねじの取引においては、ねじ専門商社や、卸売機能をもつねじ製造業者の果たす役割が大きい。例えば、大口の需要先である自動車メーカーや電気機器メーカーでは、部品や資材の調達、納期管理を商社に委託するのが一般的であり、このため、特注品であってもねじ製造業者の取引相手はこれら商社となる例が多い。

平成22年における大阪府内のねじ製造業の事業所数は440、従業者数は6,799人、製造品出荷額等は1,490億円、対全国比はそれぞれ、29.2％、19.6％、18.0％で、全国第１位の生産地である（経済産業省『工業統計表（産業細分類別表）』、従業者４人以上の事業所）。
大阪地域における業界団体としては、社団法人日本ねじ工業協会関西支部、関西ねじ協同組合（以上、製造業の団体）、大阪鋲螺卸商協同組合（卸売業の団体）がある。製造業の団体と卸売業の団体の双方に加入している企業が少なからずみられ、生産機能と卸売機能をともに保有する企業が多いことを反映している。

工場立地について、府内では東大阪地域が多いが、製造業者の営業拠点やねじ専門商社は、大阪市内、とくに西区の九条や立売堀での立地が多い。

生産は24年央以降、やや減少
生産高の推移をみると、23年は震災の影響で春期に一時的に減少したが、夏以降、回復に向かった。24年に入ってもこの動きは続いたが、年央以降、やや減少した。

用途別にみると、自動車向けは、国内ではエコカー補助金の効果で24年央まで堅調であり、その後、減少したが、海外の日系工場向けの輸出は引続き強含みで推移した。
住宅建築、ビル等の建設向けでは、新設工事に動きがみられることや、既存の建物・構造物についても、耐震・補修工事、リフォーム工事が順調で、全体として底堅く推移した。

建設機械、産業機械向けは、24年央以降、一服の動きがみられたが、総じて強含みで推移した。
電気機器向けのうち、デジタル家電関連は弱含みであるが、もともとねじはあまり使用されないため、各社の扱い割合は高くなく、目立った変化はみられていない。こうした中で、24年夏以降、受注が増加しているのが、太陽光発電の機器及び建物や架台への設置向けのねじである。住宅用に加えて、企業によるメガソーラー（大規模太陽光発電所）事業への参入増加の影響も大きい。需要の急増により各メーカーは増産しているが、品不足から輸入される例もみられる。

輸出入とも増加　
輸出高（重量ベース）は22年に前年比で大きく増加した後、23年は一服し、微減となった。24年は微増に転じ、25年に入ってもこの傾向が続いている。
輸出されるねじは海外の日系自動車部品工場向けや、建築・建設向けが多い。海外の日系工場では部品類の現地調達に力を入れているが、ねじの品種・品目数の多さや、特注品も少なくないことから、進出した日本のねじメーカーの現地生産品だけでは対応できず、日本からの輸出が必要な製品も多いようである。
輸入高（重量ベース）は、22年に前年比で大きく増加した。23、24年も増加基調が続いたが、流通在庫の調整から、伸び率は縮小し、微増で推移している。
輸入されるねじはナット類や建築・建設関連の汎用ボルトが多いが、近年は品質向上により、機械類向けも増えている。

なお、24年末以降、円高修正が進んでいるが、既契約分があるため、貿易高への影響は25年後半とみられる。

収益は厳しいながら改善へ　　　
原材料の線材価格は22年に値上げされた後、やや低下したが、その水準は引き続き高い。25年に入って、２月にはステンレス線が値上げされ、４月以降、鉄線が値上げされる予定である。このほか、伸線加工、熱処理、メッキ等の外注費も強含みとなっている。
受注・販売価格の引上げは、引き続き厳しいが、25年に入ってコスト上昇分の転嫁をある程度は認めてもらえるようになったという例もみられ、収益は厳しいながら改善しつつある。

設備投資は維持・補修が多いが一部で動き
　主要設備は、ボルトの場合、圧造機（線材からねじ頭部や軸を成形）や転造機（金型によってねじ山を加工）、ナットの場合、ナットフォーマ（圧造及びねじ山加工）である。各社とも老朽化機械を順次、新鋭機に入替えたり、既存機械のオーバーホールを継続して行うという例が多い。こうした中、生産の回復を見込み、新たに機械を増設する例や、金型や工具類を新規発注する例もみられる。また、品質、納期に対する管理要請が厳しい取引先をもつ企業では、不良品を発生させない生産管理システムの充実に取り組むとともに、自動選別機等、検査設備の導入に力を入れる例もみられる。このほか、海外投資に関して、23～24年には台湾に新工場を設立する例がみられた。
従業者数は横ばいで、欠員補充が中心という企業が多い。規模の大きい企業では、定期採用が行われているが、ここ数年、採用人数が増え、全体として従業者数が微増となっている例や、年齢構成では、若年層の割合が高まっている例がみられる。
​ユーザーニーズへの対応と技術研究
ユーザーがねじに求めるニーズとして、耐食性、耐衝撃性、強度、締付性、緩み止め、軽量等があげられる。これらに対して、業界では、表面処理加工、熱処理加工、圧造・転造等における技術研究が積み重ねられてきた。
最近の動きをみると、表面処理加工については、ねじの表面へのカーボンナノチューブによる被膜処理加工（薄膜で、防食性、締付性、耐久性等に優れる）、熱処理加工では、合金鋼素材への熱処理加工による主に建設用の高強度ボルト（少ないボルト数での締結が可能で、組立作業が効率化）といった例がみられる。圧造・転造技術については、試作段階ではあるが、金属ガラス製ボルトを冷間転造加工により量産する技術の開発といった例がみられる。同製品は高強度、耐食性により精密機器、医療機器等への応用が可能といわれ、開発企業は大阪府の24年度「知財顕彰事業」でグランプリを受賞した。
今後の見通し　　
大口ユーザーである自動車向けは一時的に減少の動きがみられたが、基調は内外需とも強含みであり、また、住宅建築やビル等の建設向けも底堅い推移が見込まれている。このほか、太陽光発電関連（機器及び建物等への設置向け）が引き続き堅調であり、全体として25年の生産高は前年比で増加を見込む企業が多い。
以上のように生産高の増加が見込まれる一方で、原材料価格の上昇、事業用電力料金の値上げ等によるコスト上昇が懸念される。こうした中、現在は一部に止まっている受注・販売価格への転嫁が、今後、拡がっていくことが期待されている。
なお、輸入は円高修正が今後、さらに進めば、輸入品と国内生産品の価格差が縮小するため、ねじ専門商社では海外調達の見直しを行う場合もあるとみられる。
　　　　　　　　　　　　　　　（松岡　信明）
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資料：社団法人  日本ねじ工業協会

（注）同協会による推計値。

ねじ生産高の前年比伸び率推移（推計）

重量ベース 金額ベース

（単位：％）


[image: image2.emf]平成21年

22年

23年

24年

25年１～２月

　　（　）内は前年比、前年同期比。

資料:財務省『貿易統計』

（注）統計品別表の品目コードは「7318」。
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鉄鋼製ねじ輸出入高の推移
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